平成21年度ティーチングアシスタント(連携ＴＡ)募集要項
1． 制度の趣旨

平成２１年度文部科学省研究補助金「組織的な大学院教育改革推進プログラム」理工農系分野において採択された理工学研究科、数理情報科学専攻・電気電子工学専攻・機械工学専攻の３専攻の連携プログラム｢理工横断型人材育成システムの再構築（副題：数理科学を基盤とした取組）｣（リーダー：理工学研究科 倉田　和浩）(以下、「本大学院ＧＰ事業」と呼ぶ)では、本大学院ＧＰ事業における理工横断型プログラム推進活動に係る人材として、主に博士前期課程に在籍する大学院生からティーチングアシスタント（連携ＴＡ）を募集する。本大学院ＧＰ事業については、http://www.eee.tmu.ac.jp/mem/ を参照してください。

以下により平成２１年度ティーチングアシスタント（連携ＴＡ）を募集する。

2． 採用予定人数

ティーチングアシスタント（連携ＴＡ）５名

３．対象者

理工学研究科、数理情報科学専攻・電気電子工学専攻・機械工学専攻の主に博士前期課程に在籍する者。
    ※本大学院ＧＰ事業のプログラムへ積極的に参加する者を優先して採用する。
※日本育英会奨学金等、貸与の奨学金を受けている場合は応募可能
４．期間

　平成２１年１１月１日から平成２２年３月３１日までの５ヶ月間。

５．待遇
・首都大学東京のＧＰアシスタントとして採用する
６．業務時間数および業務内容
・週８時間
· 業務内容：本プログラムに関連した教育活動の補助で、主な業務内容は次の通り：
(1) 連携助教の指導の下で、主に学部の理工基礎数学科目や工学系の基礎数学科目等に関する「数学相談室（補習クラス）」の担当を週２回分、２人１組で行うこと。

(2) 本プログラムで行われる「数電機クリニック」活動および「マスクリニック」活動の補助を週１回行うこと。
7． 申し込み方法など
　平成２１年１０月６日（火）までに、指導教員を通じてＧＰ支援事務室に申し込むこと。応募多数の場合には、本プログラムへの取り組みの意欲等をもとにＧＰ推進室で審査を行いその採用を決定する。審査結果は平成２１年１０月７日(予定)に本人に直接通知する。
※なお、採用者に対して１０月９日（予定）に、業務計画等の書類作成のための相談を至急行うことになるので注意してほしい。
この件に関する問い合わせ：各専攻の教育支援部門担当の福永（内線3168）、水沼（内線4146）、相馬（隆）（内線4336）まで。
